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本時の目標 
話の順番を組み立てて、友だちや教師の前でスピーチができる。 

興味を持って友だちのスピーチを聞くことができる。 

本時で育成する 

情報活用能力 

経験や考えたことを順序立てることができる。 

順番を考えてわかりやすく相手に伝えることができる。 

 

☆推奨時間 1時間 

準備物 

短冊、台紙、テープ 

 

学習活動 指導上の留意点 

 導入 

１．夏休みの出来事を振り返る。 

２．学習内容（「おはなしやさん」になっ

て夏休みの出来事を友だちに伝えるこ

と）と、授業の流れを確認する。 

 

 

・学習内容の確認のとき、短冊の例を提示

し、児童の到達点を示すとよい。 

 展開 

１．夏休みにあったことを思い出し、友だ

ちに伝えたい出来事をノートに書き出

す。 

 

・先生の夏休みの思い出を例として提示する。

例は箇条書きで書く。 

先生の例 

・キャンプをした。 

・昆虫採集をした。 

２．その中からもっとも友だちに話したい

出来事（メインテーマ 例：海水浴、

花火大会など）を選ぶ。 

 

３．短冊と台紙を配布する。 ・一人につき、台紙 1 枚、短冊 8 枚を配布

する。 
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４．メインテーマのなかで感じたこと、起

こったこと、一緒だった人など、友だ

ちに話したい内容を短冊に書き出して

いく。 

・短冊には 1 枚に 1 つのことしか書かない

ように説明する。 

・どう書いたらいいか迷っている児童がい

た場合は、「誰と一緒に行ったかな？」

や「その時どう思った？」などアドバイ

スを行う。 

短冊の例 

 

５．話したい一番大事なことが伝わるよう

にメインテーマとは異なる内容（余計

な情報）の短冊がないか確認を行う。

メインテーマと関係ない短冊があった

場合は、机の隅に置く。 

・短冊の中に違うテーマはないか？ 

・その時いなかった人が入っていない

か？ 

・この時点でメインテーマと関係ない短冊

が残っていることに気が付かなくても、

６．の作業で、気がつくこともある。 

そのため、ここで見落としがあってもよ

い。 

メインテーマに合わない短冊は除く 

 

６．台紙の上に短冊を時系列に並べ、お話

を作る。その際、メインテーマと関わ

りのない短冊があった場合には省く。 

・時系列に並べる過程でメインテーマと関

係ない短冊が残っていることに気が付く

ことがある。 

その場合はここで修正する。 
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７．台紙に「はじめ」と「おわり」、短冊

の数字の番号を振る。 

 

８．２人１組になり、作ったお話を相手に

伝える。お話の内容が相手に伝わった

かを確認する。 

２人１組 

９．相手に伝わらなかった場合は、伝わり

にくかった箇所や理由を聞き、短冊の

時系列や内容を変えてみたり、短冊を

省いたりしてみる。 

２人１組 

10．相手に伝わったことを確認したら、短

冊を台紙にテープで止め完成させる。 

単独 

11．みんなの前で発表する。 

発表する児童は「おはなしやさん」と

しての役割（お仕事）が与られ、真剣

に発表する。 

・クラス人数が多い場合や、全員が一人ず

つ発表する場合は２時間目を利用する。 

・「おはなしやさん」のスピーチでは「声

の大きさ」「話す速さ」「内容が伝わっ

たか」について教師から児童へフィード

バックする。 

ここで、スピーチを聴いた児童に「この

話はよくわかりましたか」と問いかけを

する。 

 まとめ 

１．本時のまとめをする。 

 

 

・本時はプログラミング的思考（論理的思

考）の中で「順次処理」に関わる内容で

ある。「順番通り並べる（処理）」とい

うキーワードを伝えることが必要。 

２．友だちに自分の考えていることを伝え

るためには、「順番通り」かつ「話し

たい一番大切なこと」を話すことが必

要であることの確認をする。 

・パソコンを使用したプログラミングの授

業になると、「コンピューターに意図し

た命令を伝える（実行）」ことを児童に
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文章として順序だてて書くことができ

るだけでなく、友だち・先生・両親と

の普段のコミュニケーションでも本時

の内容が必要であることを確認する。 

理解させる必要がある。言葉のコミュニ

ケーションを通して「自分の意図した内

容を的確に説明し、相手に理解してもら

う」ことで、「順番通り」「明確に」と

いうスキルを育てる準備になる。 


